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1977年 5月 18日於川崎医大

幹事会は，上記の日時場所K於いて聞かれた。出席者は旧幹事，現幹事(継続)，新幹事，

ピプリオグラフィー担当者，会員通信担当者，会計担当者，今期研究会世話人〈木本哲夫)， 

次期(勝目甫)及び次々期研究会世話人(翠川修)の諸氏であった。

幹事会決定事項は下記の各項である。

(1) 次回研究会(今秋)~ついて:

世話人 勝田甫氏 -
1ι 品~I

日時 9月?守日~岳8日 於東 大医科研

シyポジクムのテーマは， ーNutritional Requirement of Mammalian 

Cells in Tissue Culture n で行いたいとの御意見が勝田氏から表明されたo

(2) 次々回研究会〈来春〉について:

世話人 翠川修氏

日 時 5月中句頃 於京大医・病理 翠川氏から一言あいさつありo

詳細Kついては未定。

(3) 会員名簿の作成

本年度は名簿改訂の年〈隔年)忙あたるo 西部の幹事でこれを行うこと K決定。実施詳細

は迫って各会員K通知致します。

(01) ピプリオグラフィーの件

引き続き当分の問，乾氏と難波氏忙とれを担当して頂く事忙なった。会員各位からは，自

分が著者忙含まれている論文等のうち，培養K関係のあるもの忙ついて，その表庖著者名，

所属，雑誌名，号巻頁，及びアブストラタトを英文タイプで難波氏あて郵送して戦くようお

願いします。雑誌は圏内，国外のもので，仕事は日本で行われたものK限ります。

{日新入会員の受付

当学会入会申締者について，その所定の書類を調査しi総会で御承認願うよう送付致しまし

た。新入会員の氏名所属は総会議事の欄をお読み下さい。

(6) 幹事長の交代

難波氏の任期満了に伴い加納が本年度幹事長忙補せられました。
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総会議事録

1977年 5月19日(議事進行，加納)

下記の各鶴案を御承昭願いました。

新入会員

別紙怠照

次回，次々回の研究会の予定とその世話人

次回 1977年明治~弘日

a Nutr・itional

‘
 
.. ，，
 

•• 
‘
 

{
 

(2) 

勝目甫氏東大医科研

~n Cells of Mammalian Requirement 

Culture 11 

次々回. 1978年 5月中句

会員名簿の改訂

現在の名簿記載事項K変更のある方，および，そのような人K依頼されたり気付かれたり

された方は.会員名鯨K載せられた書式K従って.新しい記載事項を加納まで郵送して下さ

L 、。締め切り期限は 1977年 10月31日と致します。

ピプリオグラフィーについて

従来どおり原稿を集めます。送り先は難波氏へ。様式は会員通信記般のとおりです。

会計報告

(4) 

山田氏から 51年度会計報告がありました。(別衰のとおり)なお， 51年度から会費およ

び賛助会費を年閉それぞれ 1，000円から 2，000円tc，および 5，000円から 10，000円 K改

められました事も徹底を期するため，あわせて再度報告していただきました。

(5) 

加納)文責(以上

第 43図研究会を終えて

木本哲夫 (JII崎医大

日本組織培養学会， 43回研究会を川崎医大でお引き受け致し， 多数の移加者をお迎え出来，

活鹿K肘倫が行われました。斯学の進歩K少しでも役K立つ事が出来たと思い一同よるとんで

居ります。 5月 19日(木)，研究会 1日目は一般演題 (10庖)， 20日〈金)2日目はシンポ

ジクム形式(9題)として「組織培挫の医学への貢献jというテーマで行いました。何分広範

囲のテーマであったので.焦点をしぼって考えても見たのてすが，むしるセクションK区切ら

ない方が全体の流れを知ることができるとも考えて演題を集めました。しかしそれぞれの分野

から発表肘倫が行われ結呆的Kは我々が意図した加令，発癌(分化)，細胞膜等の問題がヒト

ではどうかという一応の流れを知る事が出来ました。その他，培養白血球の新しい問題点K就

ても行いたかったのですが後日 K制愛しました。岡山は.非常K培養の仕事が盛んで，私事K

こだわりますが.学会をお引き受けして終ってみると現在の組織培畿の広分野にわたる進展K

翠川修氏京大・医・病理

Tissue 

(3) 

病理}
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一入の感激を覚えると同時K一応とのあたりで昔話もよかろうと思い地方物館をお聞かせしま
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す。突は私が培養K手をうけ始めたのは，現在岡山大学医学部病理学教室の妹尾左知克激授が

三重県立医大(現在三重大学，医学部〉より昭和 29年K岡山大学K着任され，細胞の分化を

お家芸として発癌の試験管内実験K手をそめたのに始まります。発衝といっても当時ワーノレプ

ルグ']}i鋭気条件でセンイ芽細胞を発癌さ寸事が出来たという事実が話題を呼び，他方では西独

のプユフナーが鶏卵を高圧般案下で解化さすと奇型の「一つ限Jが出来る事など. r酸素Jと

細胞分化が注目されたのをかわきり tc，我々のところも発癌実験K着手したわけです。当時北

大の牧野先生の培養室を真似てベエア板て私の部屋の一隅K無菌室を作りベンチレーションも

全くなし夏は室内 37度位Kもなり技術員の人が時々倒れて大騒動をした事もありました。

培養技術K関しても二，三の書物がありましたが，何れもあまり役K立たないものでしたが，

丁庭この時，勝田先生の組織培養の小冊が発刊され，先生自らの体験K基づく最良の指導書で

にノ あり，埼盤への愛情と親しみKあふれていた名著でした。とれを機K入局したての松岡厳先生

〈産婦人科開業)を勝問先生のところKお願いして内地留学として技術指導をお願いした時代

が岡山大学の培養研究の胎動期でありました。それから 2年程経て癌研究施設病理部門が出来

て，浜崎病理の佐藤二郎助教授が主任として移られ，エールリッヒ癌細胞の培養維持K成功さ

れ，次いでラタト肝細胞の培接K東大医科研と協同研究され，~験管内K於ける肝細胞ー DA

Bの発樋の仕事は非常K輝かしいものであり.元気な勝目先生(今でも元気ですが)と若い頃

の佐藤教授が思い出されます。私も妹尾教授と共tc3 -Me t -D A Bの発街K関して組織発生

の研究も併せ行い肝潤管部の Stems Oe11説を立てたのです治三 培養内K於ける肝潤管細

胞の分化的役割は，向肝細胞培養の研究K深く興味を放しています。それから数年の後，ロー

ズタェルパーク舗研での研究生活K旅立ちましたが， Dr. J. Moore. Dr. Grade 

の培養研究施設 (Oe11 and Virus research 1aboratory)は眼を見援るもの

があり，白血病細胞，人癌の培養が手掛けられ始めた頃で米国K於ても最も華々しい時代であ

りました。帰国後，岡山大学の病理学教室が新築され，恒温室(37t)を作ったのも当時とし

ては新しい試みでした。昭和 45年.m崎医大が京市交され，組織培養免疫センターの設立，設。純一任され昭和 47年苦心の末，完成した択です。第 43凪 概会を榔.多数の諸先生

方K御参加願いヒトの細胞の地養も活蔵K発表され，加令， D N A修復機構，薬品の障害性，

細胞膜のリセプター，極細胞培養等の諸問題K関して意見交換が行われましたが，淋巴球，骨

髄球の培養など未だ残された未解決の問題も多く，また，やり甲斐もあります。我々も今後増

増研究を重ね，斯学発展のためK広〈門扉を開き，何時でもお役K立ちたいと考えています。

2日聞は快附K恵れ，遥々スタンフォード大学より来学された Masover博士も楽しい想い

出を残して帰国されたものと思います。

S 1977年度米国組織培養学会

沖垣 遥(モントリオーノレ錨研)

本年度の Tisse Ou1ture Association(以下TOA)年会が. New Or1eans 
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で聞かれ，錐者はとれK出席したので，ごく簡単K報告したL、。

ζ こ数年来の研究費削減は米国科学界の最大の問臨で，研究者は顔をあわす毎Kおたがいの

悩みを訴えるのが実情である。それKもかかわらず，今年のTGAttは突に約1β00名が参加

し，発表愉文も 250縞を算ぞえた。内訳は，公式のシンポジz クムが三回(一人 45-60介入

一般発表が 22セッγョン〈一人45介)，および夕食後のラウンドテイプル(技術などK関し

ての自巾討論)が 12分会K分れて聞かれた。特忙今回目立ったのは植物組織培養が脚光を浴び，

数多くの輪文が寄せられた事であった。とれは今会のプログラム副委員長トジオ ムラγグ教

授(カリフォノレ=-7大)の尽力Kよるもので，それかどうか日系人の出席が目立った。その内

で，植物培養の化学工業への応用K関しての三沢博士(協和醗酵)の鶴演はよいタイミングで

噂にのぼった。

以下，私の出席した範囲でいくつかの肘識点をひろってみよう。

.シンポジウムは栄養要求と生長の問題で，三つの話題が互い忙相異点をみせながら無血清培

地の本質忙ついての進歩をみせた。 R.G. Ham (ヨロラド大}は正常 2倍体細胞忙はどうし

ても 250μg/meの血清蛋自が必要であるとし，これを non-replaceableと宕付ける。

この最は透析血清0.5t1J l'C等しい。 また彼は以前tt，サイロキ γ;/( 1 0 -6 M )7);生長K関与す

ると発表しているが，突はサイロキジンはしばしばセレエアムと混在している事がわかり，セ
.:[ __-8 

レ=アム (10--10 -M)添加培地はサイロキνyと同様の生長をみせることをみつけた。

ほかKマンガニーズの徴世混合も生畏促進と関連しているとL、う。

ほか忙，プラスティァク培養器のコーティング(Polylysin)の有無， トリプシニゼー

ションの方法が大いに影響すると Lヴ o 彼の用いるパラメーターは，コロニーの数と大きさで，

培養初期忙於ける platingefficiencyの良し慈しは，必ずしも後期生長K比例しな

いと L、う o

次の演者の 1.Hayashiは G.Satoのグループを代表して無血清条件下のホルモン

の効果Kついて述べた。用いた細胞はHeLa，マクスのメラノーマ，およびGH3(プロラタ

チン合成を示す株)でいずれも発癌性を有するロ Ham'sF-1 2培地K多くのホルモン(たと

えば 5μ.g/meインシュリン，同最のトランスフェリ;/， 3x 10. M Ts， 1πg TRH， 0.5 

ng P T Hなど)を加えて， 10~血清含有条件と全く同じ生長をみているo 結論としては無

血清条件では，

(1) インシュリンあるいは トランスフェリン

(2) 少くともー積額のステロイドか ステロイド類似物質

を必要とすることであるo もしこの条件が正常2倍体細胞にも応用が可能忙なれば，血清の必

要性は失われるといってL、L、だろう。 1.Hayashi(林泉氏)は私のかつての学生で，その

彼女が君主々と学会をリードしているととはまこと Kうれしい事であった。

続いて D.Paulは3T3とSV 4 0 3 T 3， B ( a ) p 3 T 3を比較して明らか忙発癌した

細胞は少ない栄養要求K満足する事を示した。彼は血清の分制忙存在する要素(生成促進，生

-4一



存，附着，移動 )tcついて，こまかに仕事を続けているすぐれた研究者である。

分科会のセフションは同時K聞かれる為tc，出席できるものは限られるが，発癌忙ついて興

味ある論文がみられたo

D. Cliveは L5178マウスリンフォーマ細胞のTKローカスを発癌剤で突然変異化し，

発痛性と，突然変異性との相関をみている。つまり，発癌実験は費用と時間を要する為tc，短

時間忙突然変異の出現をみて，それから発新性を憶測するものである，その結果強発癌剤(

4NQO， B(a)p ， D!dNなど)は明らかK強い突然変異を示し，その間Kリエアな関係がみられ

るo サッカリ Yは弱突然変異誘導体として認められたが，発癌性は皆無に等しいという。

次の B.C.Ca.stoは， NIHのJ.A.Di Pa.oloe化学発癌Kついての一連の仕事を続

けているが，今回はその大要をまとめた。ハムスターせん維芽細胞でみられる限り，発癌を示

すマーカーはこっKわけられる。

(1) 初期Kみられるもの

形態変化，無統一生長，漉度依存性の火失，腿蛮自の変化，デクサメサゾン抵抗性

(2) 後期Kみられるもの

フイプリノリ y活性， Con A tcよる凝集，デタストラン抵抗性，ヘパリン抵抗性，

ソフトアガーでの生長， !li闘での発癌

以上は必ずしも目新らしい事ではないが，使用する細胞除や技術上の相違が大きく影響し一

般化したデータは必ずしも反疲できない所K困難さがあるo 彼はこののち，せん維芽細胞から、

上皮細胞への転換をねらっているが，これは誰しも考える所であるo

私はこののち上皮細胞地整のセッションへでかけ，顔なじみの人々と挨拶を交わす。

ここでは，前立腺，乳腺，唾液腺，生殖上皮などの培務忙関する苦労話が展開する。正直の

所，成功しているものは実K限られていて.今後K期待せざるをえなL、。

私自身は子宮内膜上皮の培養K用いた技術を改良して，目下子宮頭部の長期培養をねらって

いる。勿論HerpesVirus type 2との相関が問題の中心であるo 今回はG.D. 

Willanksがこの分野でのまとめをしたが，私共のグループの方がよほど進んでいる事が判

った。人上皮は普通の条件では分裂せず，しかしした所でやがて分化して死滅する。従って，

分裂促進と分化阻止を一つのものと考るか，別のものと考えるかKよって，いくつもの培饗条

件が成立つ。私は.目下. Ha.m's F-12 あるL、は CMRCI066培地忙 10~仔牛血清

を加えたものを主体とし，添加物として. V -A. Ep id erm a.l Gro wth Fa.c tor 

(EGF)ステロイドホノレモン，インスリンを加えているo E GFは高価であるがすでK市阪

され.ており，上皮細胞の生長には不可欠と恩われる。

ほかK多くの論文K接したが，要約(1 n Vi tro 1 9 7 7年 13巻 3号)をみられたい。

懇親会の夕食はミシシッピー河を 3時間K渉って上下しながら普なつかしいショクポートで行

われ，歌やダンスが飛び出して，年来忙ない盛会であった。私個人としては，本物のデキνー

ランド・ジャズを深夜まで聴けたことで，これはまさに感激であったo 来年は 6月上匂.コロ

-5-
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ラド山系の中心デング7一市で関かれる事忙なった。日本からの重参加を期待して箪をおく。

(錨者 日・米両組織培養学会員〉

昭和 51年度会計報告

前年度よりの繰越金 485.889 

5 1 年度実収入 120 0.703 

5 1年度実支出 1，4 96.938 

次年度への繰越金 1 89，592 

合 計 1，6 86，5 92 1，6 S 6.592 
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ピプリオグラフィー174

61 2，128 
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5 1 3.0 00 

4 88，000 

1 90，0 00 175 

会員通信〈地29-31) 

手。銀

1 00，000 

研究会補助

第41.42困

(高野，木本)
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1 1，1 20 
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51年度は支出が収入よりやく 29万円超過になっていますが，

フィーを 2年間分支払ったためです。
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昨年度より会費が 2DOO 円と値上げされましたれ会資納入率が 70~を創っていま

す。未払いの方は至急納入して下さい。(山田会計幹事〉

註 2.
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Peports 

Ce 11の凍結保存

現在のわれわれの培養条件では feederoe11 

Technical 

Feeder 

の役割りは大きく無視出来ないものとな

oe11を使わないっている。しかし X-rayをかけることの煩雑さからなるべく feeder

を

使いたい時も.使用する数日前から細胞を用意し，前日tcX-rayをかけてから播樋し，当日

やっと培養したい目的の剥11胞をまくといった具合であるから，ルーテY(ICfeeder 

を使う所ならばいざしらず.ちょっとためし培接の時などは用意の方が大変ということ Kなる。

oe11 

oe11 

実験が試みられているといっても過言でなかろう。すなわちどうしても feeder

そこでX-rayを照射した細胞を凍結しておいてそれを雌解して使用した時も feeder

oe11の役制を果すかどうか調べた。

先ずシリアンハムスター胎児細胞tcX-rayをかけて直ちK一定の inooulumでラ

プテァクチ守ンパースライドKまいて 4日間培養後闘定染色した。一方で同じ細胞をX-

4日後そのアンプルをとり出して細胞を調整後ラプテタ
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ray J照射後常法Kよって凍結し，

タテャンパースライドKまいて同じよう K培養後間定染色したo 両者のスライドを観察した

oe11 は 4日間結果が表 1であるo 顕徴鋳観察すると feeder

〈表 1) 

調11 胞散の比

(5XlOS c/meまいたもの)( lXlOf ~e 大きさの比胞細 まいたもの}

29.5・22.5 民
d

・・
q

叫・・'且

照射後直ちK接稲

33.7 20.5 凍結後接種

コントロール細胞

培養で非常K大きくなるが， ，8IJの実験で増生させたハムスター細胞と比較すると，表 1の如

5倍の大きさKなる。しかし，凍結後使用したものは，凍結しなかったものK較べ

明らかK小さい。細胞数は 10x 10の顕徴鏡視野内の細胞数を 20視野位数えて平均したも

1 x 10" oe11/"eまいた群でみるよう K凍結したものの方が却って細胞数が多

く， X-ray照射後も細胞は凍結処理K対し OKであることがうかがえる。

同じよう Kシリアンハムスターの細胞を使ってコロニーを形成させる実験を行った。 x-

ray照射後の細胞と照射後凍結しておいた細胞を 6.000クあて 6cmのシャーレKまき，さらに

一日間培養後ハムスター細胞(未照射)を 500ナまいて 7日間培養した。培地は D-MEM 

く3倍，

o 

のであるo

(2) 

+20$FCSを用いた。メタノーノレ聞定ギムザ染色後コロエー数を算定した@コロエー数は

oe11を用いた方のコロエー数の方照射直後すく・K使用した feeder
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表 2tc示す通りで，



が多いが，使用したVャーν散のとともあり，凍結がコロヱー形成K悪い影縛は与えていな

いよう K考える。実際Kコロニーの大きさは両者護はなくdf!紡した細胞も feederとして

の役制りに充分使用K耐えるものと考えられるo

〈表 2) 

Feeder oe11 

X-ray照射直後のもの

X-ray照射後凍結保存

したもの

s編集後記

ジ十一ν散

4 

2 

ヨロエー数

117 

104 

横浜市立大学医学部

梅田 誠

江中久美子

会員通信夏号をお送りいたします。研究会の折，通侶のあり 1HC.ついて会員の方から御意見

をいただきましたので，それを曾考忙して，通信は単なる学会ニュースだけでなく，新しい技

術，研究のトピックス，研究のあゆみ，新製品の紹介なども加えてみたいと考えております。

本号では， Technioa1 Report欄をつくり，梅田氏K軌簸をいただきました。

通信も内容が豊富になりますと，文献として引用されることもありうるわけで，通信自体，

少し脱皮し会員通信という名称，体哉の面で工夫しなければなちないと思っています。

上述の各欄への原稿.会員通信のあり方忙ついての御意見などおよせ下さい。

なお，第 44回研究会開附案内は.勝目世話人より直接会針忙送付いたしましたので，本号

K抱械を省~:J¥，、たしました。 (8)
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s新入会員名簿

昭和52年 5月

所属機関 同住所・電話 氏 名 専門分野

岡大 . 医 〒 700 岡山市鹿田町
2-5-1 今井寛途 病理学

癌源病理 (0862)23-7151 
内線 746，747

浜松医大 〒 431-31
浜松市半36田0町0 

喜納 勇 麗蕩病理学
病理第 1講座 (0534)35-2220 

横浜市大・医 〒 232 横浜市南区中村町
2 -102 江中久美子 細胞生物学

組織培養 室 (045)261-1757 

岡大 . 医 〒700 岡山市鹿田町
2 -5-1 中村秀和 細胞生物学

窃源病理 (0862)23-7151 
内線 759 

タイ国立がんセン ラマVIロード，バンコック
ター タイランド PorntiPp1a cha 徴 生 物 学

組織培養部

岐阜口隆歯科外大科第2・議座
〒 501-02 岐阜穂県積町本巣高郡野

兼松宣武 口座外科学
(05832)6-6131 

高知県立中央病院 〒 780 高知市桜井町 病理学
2 -7 -33 赤木忠厚

癌研究所 (0888)82-1211 腫痕免疫学

川崎医大 〒 701-01倉敷市松島 577
植木絢子 免疫病理学

実験病理 ( 0864) 62-1111 
.-

~ 

鹿児島大.・医
〒 890 鹿児島市1宇20宿8町-1 

小浦雅敏 細胞生物学
第 1病理学 (0992)64-2211 

内観 2111 

岡大 . 医 〒 700 岡山市鹿田町
2-5-1 宮崎正博 細R雄物学

癌 源 病理 (0862)23-7151 

検豚食宜林コ省所レ検動ラ物査予検第医防査薬一室部品 〒 185 東2戸1京倉-1都18国41分15寺-市1 福所秋雄 獣医学領域における
(0423) タイルス学

S新入賛助会員

賛助会員 | 同 住 所・電.話

有限会社 |〒 162 新宿区西早稲田 2-21 -4 
光研社エン..;;::アリング (03) 208-1622 
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1 977年 8i b I i ogr aphy原稿募集

本年も Bibliography編集の季節になりました。下記の如く原稿を募集致しますので，

1976年の年号のついた論文の英文却橡を漏れなくお送り下さい。

1.締 切

2. 宛 先

3. 執鑑要綱

4. 抄録用紙・

昭和52年 11月 30日

倉敷市松島 577

〈〒 701-01) 川崎医科大学病理学教室

難 波正義

昨年，→学年K同じロ〈写真印刷致しますので，抄録は電動タイプ

(打抜きカーボン紙)を慨し，スペース内怯丘治めて下さい)

本会員通信に各一部同封致しますが，余分に必要の方は 難波正義

或は乾直道宛お知らせ下さい。

毎年のことながら，原穏の集まり治懇くて編集者一同発行に際し;苦労致します。本年こそは，

1回の原稿募集でBibliogra.phyが発行出来る様，皆様の御協力をお願い致します。

昭和 52年 7月

乾記


